
　コロナ禍により、今までよりも「困ったときに大人に相談する」ことが難しくなったケアリーバーに対して、
「会いに行く支援」「困る前から関わる支援」を実施した。
　今年度も、コロナの状況は時期によって大きな差があったが、私たちが訪問した際にも「誰とも会っていない」
「他の人には相談できていない」と話す対象者も多かったため、課題や対象は概ね適切であったと考える。
　また、感染状況により、私たちも会いに行くことが難しく、食べ物や日用品を郵送する活動に切り替えた時期も
あった。これは想定外の活動ではあったが、遠方の対象者や外部機関からも依頼の連絡がある等、想像以上の効果
があり、非常に好評であったため、今後も継続していきたい活動の一つである。
　一方で、感染状況やアウトリーチ、支援機関との連携強化の活動により、今まで日常的に居場所を利用していた
対象者に対して、日によっては来所を断らざるを得なくなったり、ゆっくり話を聞くことができない時もあった。
現在、居場所にくる対象者よりもアウトリーチで私たちが会いに行く対象者の方が多くなってきているが、居場所
という拠点を開けておき「いつでも来れる、話せる」という環境を作ることも大事であるとの考えから、年度途中
から臨時スタッフの配置を実施した。
　計画当初の目標値は概ね達成したものの、広島県内には私たちが繋がれていないケアリーバーが多く存在すると
想定される。今後も居場所を提供しつつ、取り組みを拡大していくためには、人員強化が必須であると考える。

つながるアウトリーチ
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活動

LINE相談カードの作成、配布  

6月に、LINE相談カードと、つながるアウトリーチを説明する
フライヤーを作成し、配布した。         

県内関係機関を対象とした
                                                             連携体制づくりの研修  

9月の勉強会を発端に、継続的にアフターケアにかかわる団体が
集うアフターケア勉強会を開催することとなった。

アウトリーチの実施  

緊急支援やアウトリーチ食費などがあることで、利用者と関わる
ツールが増え、困る前からつながり、困りごとを聞ける関係性を

作ることができた。         

ボランティアの養成研修  

延べ68名が参加、8名がボランティアとして登録した。
また、登録には至らなかった方も寄付やSNS拡散などの形で

協力していただける関係を作ることができた。        

ボランティア活動  

8名登録。
1月から活動開始予定であったが、コロナ感染者の増加により、

現在は活動中止中。        

緊急対応の実施  

濃厚接触者となった利用者への食糧支援や、体調不良時の救急車
での病院同行、仕事先での金銭トラブルの対応、住居喪失による

生活保護申請など、さまざまな緊急対応を行った。       

行政、支援機関などへの広報  
主に活動前期に近隣の児童福祉施設や行政機関、民間支援団体など
を直接訪問し、LINE相談カードやアウトリーチについて案内した。   

関係機関との情報共有  
個別の支援対象者のことやアフターケア勉強会、現在実施している
支援（食糧支援など）について電話を中心に情報共有した。アフタ
ーケアの使い方がイメージしやすくなり、新規の相談が増加した。    

SVの実施  
先人として、また外部の立場として、SVに留まらず、ネットワーク
会議や勉強会にも参加していただき、連携強化の重要性を説く発言
をしていただけたことで、機関連携が促進された。


